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2022年度(第57期)環境経営レポート

　（対象期間：2021年 11月～2022年 10月）
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１．白菱電気設備株式会社における活動に関連し、環境経営システム構築
　　と維持改善のため、経営における課題とチャンスの明確化を定期的に
　　行い、その結果を踏まえ、次の重点的なテーマを制定し取り組みます。

　　(1)．二酸化炭素排出量を削減するために次の活動に取り組みます。
　　　　 ①使用電力の削減　②エコドライブ運動による燃料の削減

　　(2)．廃棄物の再資源化に取組み、排出量の削減に取組みます。
　　　　 ①リサイクル活動を推進し、混合廃棄物を削減します。

　　(3)．紙資源の削減に取組みます。

　　(4)．節水等により水使用量の削減に取組みます。

　　(5)．グリーン購入を推進します。

　　(6)．環境配慮型製品（照明器具・空調機器）を推奨・提案します。

２．環境保全に係る法令・規則・条件等を遵守します。

３．行政機関・団体などの環境保全制施策に協力すると共に、地域社会に
　　おける環境保全活動に積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。

４．環境経営レポートを作成し、環境取組の状況を公表します。

制定日：
改訂日：
改訂日：
改訂日：
改訂日：
改訂日：

　　 白菱電気設備株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　　片岡　卓朗

環 境 経 営 方 針

2010年11月1日

白菱電気設備株式会社

当社は、電気設備、空調設備及び住宅設備工事の事業を通じ、省資源・省エネルギー及び
リサイクル活動を展開して環境への負荷の低減に取組み、取組みを推進します。

2020年12月20日

2015年11月1日

2019年12月25日
2018年11月1日

2021年12月20日
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
白菱電気設備株式会社
代表取締役社長　片岡　卓朗

（２） 所在地
本　　　社 〒668-0013　兵庫県豊岡市中陰399-12
第2ビル倉庫 〒668-0013　兵庫県豊岡市中陰376-11
丹波支店 〒669-3461　兵庫県丹波市氷上町市辺320-2

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 工事次長　宮垣　憲次 TEL:0796-23-0195

E-Mail：miyagaki@shirabishi.co.jp
担当者 管理部 小西　和也 TEL:0796-23-0195

E-Mail：konishi@shirabishi.co.jp

（４） 事業内容

　　許可番号　兵庫県知事　第650050号（特-3）電気工事業、管工事業
　　許可番号　兵庫県知事　第650050号（般-3）電気通信工事業、消防設備工事業
　                                     　　　許可年月日　令和3年6月30日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 許可期限　　令和8年6月29日　

（５） 事業の規模
設立
資本金 2千万円
売上高　　　　　

各事業所の規模 　
本社 第2ビル倉庫 丹波支店 合計

38名 無人 ７名 45名
3,697㎡ 1,454.8㎡ 408.93㎡ 5,560.7㎡
1,487㎡ 1,314.7㎡ 822.58㎡ 3,624.3㎡

（６） 組織

　 　

環境事務局

工事部 営業部 管理部 丹波支店

建設現場 建設現場

（７） 事業年度 １１月～翌年１０月

Ⅲ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 白菱電気設備株式会社
対象事業所： 本社

第2ビル倉庫
丹波支店

活動： 設備工事業（電気設備工事、空調・衛生設備工事、電気通信工事、
自動火災報知器設備等消防設備工事）

　　設備工事業　電気設備工事、空調・衛生設備工事、電気通信工事

1,763百万円（2022年度実績）

昭和21年7月7日

代表取締役社長

環境管理責任者

従業員　　　　　
延べ床面積　　　
敷地面積　　　

　　自動火災報知器設備等消防施設工事
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 102,708 108,518 112,102 104,963
ｋWh 75,545 70,257 77,646 83,878
L 32,383 32,451 32,552 31,624
L 874 984 1,038 791
kg 実績無し 11.4 9.32 6.0
kg 20,464 22,451 24,063 24,673
kg 1,362 2,403 3,234 2,713
kg 19,102 20,048 20,829 21,960
㎥ 364 404 405 407
kg 1,227 831 1,491 1,324

Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 108,518 106,348 105,262 104,177 103,092

対基準 △２% △３% △４% △５%

kWh 70,257 68,852 68,149 67,447 66,744
kg-CO2 24,660 24,167 23,920 23,674 23,427
対基準 △２% △３% △４% △５%

L 32,451 31,802 31,477 31,153 30,828
kg-CO2 75,286 73,781 73,028 72,275 71,522
対基準 △２% △３% △４% △５%

L 984 964 954 945 935
kg-CO2 2,578 2,527 2,501 2,475 2,449
対基準 △２% △３% △４% △５%

L 11.4 11.2 11.1 10.9 10.8
kg-CO2 34.2 33.5 33.2 32.8 32.5
対基準 △２% △３% △４% △５%

kg 2,403 2,355 2,331 2,307 2,283
対基準 △２% △３% △４% △５%

kg 20,048 19,647 19,447 19,246 19,046
対基準 △２% △３% △４% △５%

％ 32 40 40 40 40

　の維持向上 対基準 ±0% ±0% ±0% ±0%
㎥ 404 396 392 388 384

△２% △３% △４% △５%
kg 831 814 806 798 789

△２% △３% △４% △５%

件以上 168 168 168 168 168

件 9 9 9 9 9

注２）EA21で対象とする化学物質の使用はありません。

2025年度
（第60期）

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　LPG使用量

コピー用紙使用量

項　目

二酸化炭素排出量
　電力使用量
　ガソリン使用量

水道水使用量

　軽油使用量

廃棄物排出量
　一般廃棄物
　産業廃棄物

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2022年度
（第57期）

2023年度
（第58期）

2024年度
（第59期）

　 グリーン製品購
入維持推進
注１）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、関西電力（株）2020年度実績値の

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物
　　　削減
　産業廃棄物削減
（最終処分量の削減）

Ⅳ．コピー用紙
　　削減
Ⅴ.環境配慮
　 環境配慮型製品
の販売維持推進

Ⅲ．水使用量
　　削減

建設リサイクル率

　LPG
　　使用量削減

    調整後係数 0.351kg-CO2/kWh を使用。

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

4



（２）2022年度の実績

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 108,518 106,348 104,963 101% ○

kWh 70,257 68,852 83,878 82% ×
kg-CO2 24,660 24,167 29,441

L 32,451 31,802 31,624 101% ○
kg-CO2 75,286 73,781 73,432

L 984 964 791 122% ○
kg-CO2 2,578 2,526 2,072

L 11.4 11.2 6.0 187% ○
kg-CO2 34.2 33.6 18.0

kg 2,403 2,355 2,713 87% ×

kg 20,048 19,647 16,053 122% ○

％ 32 40 26.9 67% ×
　の維持向上

㎥ 404 396 407 97% △

kg 831 814 1,324 61% ×

件以上 168 168 109 65% ×

件 9 9 9 100% ○

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
2022年度における実績

57期（2021年11月～2022年10月）

　ＬＰＧ
　　使用量削減

　産業廃棄物削減
（最終処分量の削減）

Ⅲ．水使用量
　　削減

Ⅴ.環境配慮
　 環境配慮型製品
の販売維持推進

Ⅳ．コピー用紙
　　削減

建設リサイクル率

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物削減
　一般廃棄物
　　　削減

注3) 試行運用期間における建設リサイクル率の実績＝再資源化量／産業廃棄物発生量

注4) 環境配慮型製品とは、LED照明器具、省エネ空調機器のことを言う。

　 グリーン製品購
入維持推進
　 の推進

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100％、増加を目指す
場合は、達成度＝実績÷目標×100％

注2) 評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、
×：未達成（95％未満）
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況
（目標達成）

◎

（目標未達成）

×

◎ 頻繁に使用する部屋に設置し、使用出来ている。
◎ 不要照明の消灯を徹底出来ている。

◎

（目標達成）

◎
◎
◎

（目標達成）

◎
◎
◎

× 分別は出来ていたが、目標値を越えてている。

次年度も、左記取組を継続する。

◎ 分別も出来ており、目標値より削減出来ている。

次年度も、左記取組を継続する。

×

次年度も、左記取組を継続する。

（目標やや未達成）

△

×

◎
◎

・省エネ製品の営業活動 ◎

×

◎
次年度も、左記取組を継続する。

電力使用量の削減
・空調温度の適正化
（冷房26℃暖房21℃）

冷房、暖房共に使用量には気を付けていたが、達成することが
出来なかった。

・サーキュレーターの設置
・不要照明の消灯
・設備の空運転禁止 昼休みなど長時間不使用時には対応出来ている。

今後は短時間不使用時でも細目に入・切の操作をする。

朝礼時に安全運転の注意喚起して徹底している。

取り組み計画 評価結果と次年度の環境経営計画

二酸化炭素排出量の削減
（下記の通り） （下記の通り）

一般廃棄物の削減 （目標未達成）

・アイドリングストップ
・急加速・急停車の防止
・空気圧、オイル等の点検 毎週初めにガソリン車と一緒に車両点検を行っている。

次年度も、左記取組を継続する。

朝礼時に安全運転の注意喚起して徹底している。

ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ
・急加速・急停車の防止
・効率的な移動 1つの現場に多人数で行く時は乗り合わせをし、少ない台数で

行くようにしている。次年度も取組を継続する。

軽油使用量の削減

・分別の徹底
・分別しリサイクルを推進

リサイクル率の向上 （目標未達成）
・分別によるリサイクル推進 今期は現場でリサイクルする廃棄物が無い場合が多く、リサイ

クル率が悪い月ばかりになっている。

・分別の徹底
・紙類を分別しリサイクルを推進

産業廃棄物の削減 （目標達成）

・社内文書は裏面印刷で行う

提出書類が年々増加しているので月によっては使用量が大幅に
増えている。

社内文書の裏面活用は全社員で出来ている。
社内文書でも電子メディアを利用している。
次年度も、左記取組を継続する。

水使用量の削減

・清掃時・手洗い時の節水 目標値より少し超えてしまった。
次年度も、左記取組を継続する。

・グリーン対象品の積極的に購入 可能な限りグリーン法適合品を購入した。

コピー用紙使用量の削減

環境に配慮した製品の推進 （目標未達成）

営業活動は常にしている。
・照明器具・空調機器等の環境配慮
型製品(LED・省エネ)を推奨、提案

（目標未達成）

受注件数は100件を超えているが、目標値の150件には届かなっ
た。

・電子メディアを積極的に活用し、
　ペーパーレス化を図る

・両面出来るものは活用する
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
遵守

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

□　変更あり

□　変更あり

2022年　12月　20日
代表取締役　　片岡　卓朗

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な
処理
「記録（3年保存）」家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し

自動車リサイクル法 使用済自動車の適正な事業者（引取登録事業者）への引き渡し

消防法 （防火対象物）防火管理者の届出、消防計画の作成、避難訓練の
実施、消火設備・火災警報設備の点検整備、避難設備の維持
（危険物取扱所）設置許可、技術基準の遵守、危険物保安監督者
の届出、定期点検の実施と記録の保存

豊岡市火災予防条例 火災発生の恐れのある機器の取扱基準の遵守、指定数量未満の危
険物・可燃物の貯蔵の届出及び技術基準の遵守、

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象車両の登録禁止
規制対象車両の指定地域通行禁止

建設業の再生資源利用省
令

再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

PCB廃棄物処理特別措置法 PCB含有使用済品（蛍光灯安定器等）の適切な処理

適用される法規制

環境経営方針 ☑ 　変更無し

環境経営目標・計画 ☑ 　変更無し

実施体制 ☑ 　変更無し

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

電力に関しては各部署の照明のLED化、エアコン省エネ化をしたことにより、各項目で削減効果が表れてき
ています。
二酸化炭素の排出量で特に大きく影響しているのが電力とガソリンの消費です。
今期の電力に関しては冬場、夏場でも日中の節電対策削減を実施していましたが、最終的に目標を達成す
ることが出来ませんでした。
　ガソリンについては総量で目標を達成することが出来ています。各個人が自車の燃費を入力することで
ガソリンの削減を意識しており、成果は出ているので継続して頂きたいと思います。
　廃棄物については産業は総数量では削減出来ていますが、一般の方が削減出来ませんでした。
リサイクル率も良くありませんでした。さらに分別を進め、混合廃棄物の削減に取り組むことが必要であ
ると思います。
　二酸化炭素の削減、産業廃棄物の削減を進めると同時に、これからは環境に配慮した製品（照明器具・
空調機器等）の提案は我々に出来る大きなテーマであると考えます。これからも直接的な削減を進めなが
ら、環境配慮のテーマにも積極的に取り組みます。

□　変更あり

遵守する事項
廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェ

ストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出
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